
の

せ

滋
賀
。
野
瀬
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
蒲
生
郡
蒲
生
町
大
字
宮
井
字
野
頼

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
四
月
？

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
蒲
生
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
北
川
　
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
糸
生
時
代
中
期
を
平
安
時
代
末
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

琵
琶
湖
東
岸
に
流
れ
込
む
日
野
川
と
、
そ
の
支
流
で
あ
る
佐
久
良
川
と
の
分

岐
点
よ
り
、
南
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
す
る
当
遺
跡
は
、
白
鳳
寺
院
跡
で
あ
る
官
井

廃
寺
跡
の
周
辺
に
広
が
る
集
落

跡
で
あ
る
。　
一
九
八
三
年
よ
り

当
遺
跡
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
県

営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
、
廃

寺
跡
の
北
部
を
中
心
に
約

一
五

〇
〇
〇
ピ
に
つ
い
て
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
中
期

か
ら
平
安
時
代
末
期
に
至
る
、

多
数
の
遺
構

。
遺
物
を
発
見
し
た
。

そ
の
中
で
寺
院
関
連
遺
構
と
し
て
、
奈
良
時
代
前
期
か
ら
平
安
時
代
中
期
に

か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
跡
五
棟
以
上

。
柵
跡

。
井
戸
跡

。
土
媛

・
小
鍛
冶
工
房

跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
に
は
、
瓦

。
土
器
類
を
は
じ
め
、
風
字
硯

・
砥

石

・
石
帯

。
金
銅
製
飾
金
具

・
鉄
釘
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
荻
点
に
お
よ
が
墨

書
土
器
が
出
上
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

「寺
」

「
□
□
本
寺
」

「
西

一
坊
」
「
東

一
方
」
「
中
菌
」
「
園
」

「
造
佛
」
「神
」
「
屋
」

「赤
」
「
京
」
「
春
」
「
封
」
と
判

読
で
き
る
。

木
簡
は
、
井
戸
よ
り
汲
み
上
げ
た
水
を
溜
め
た
と
考
え
ら
れ
る
招
鉢
状
を
呈

す
る
大
型
土
羨
か
ら
、　
一
〇
世
紀
代
の
上
器
類
と
下
駄

。
曲
物

。
櫛

・
建
築
用

材
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
出
上
し
た
。
こ
の
他
に
、
井
戸
跡
か
ら
出
土
し
た

木
盤
底
部
外
面
に
も
判
読
で
き
な
い
が
三
行

・
三
〇
数
字
の
墨
書
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

（穿
孔
）

ω

　

「―「。日
日
‐―
日
日
日
］

（穿
孔
）

０　
　
」

∞
ドΦ
Ｘ
（］中）
Ｘ
卜　　ΦＰＰ

（北
川
　
浩
）

Ⅱ
。
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